
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 令和８年７月９日（木）１９時～２０時３０分 

主  催 畑沢中学校区青少年健全育成連絡会議 



令和８年度 畑沢中学校区 

「子どもたちのための地域フォーラム」 

目 次 

学校関係 

畑沢小学校................................................................................................ 1 

波岡小学校............................................................................................... 3 

畑沢中学校............................................................................................... 5 

木更津市まなび支援センター .................................................................. 別紙 

 

各種団体 

畑沢小学校 PTA ....................................................................................... 9 

波岡小学校 PTA ..................................................................................... 10 

畑沢中学校 PTA ...................................................................................... １１ 

青少年相談員 ......................................................................................... 12 

青少年補導員 ......................................................................................... 14 

木更津警察署少年警察ボランティア ........................................................... 15 

波岡西地区社会福祉協議会 ...................................................................... 17 

木更津市防犯指導員協議会 波岡支部 ....................................................... 18 

木更津市交通安全協会 波岡支部 ............................................................. 19 

畑沢ＭＢＣ（男子） .................................................................................... ２0 

畑沢コンドルズ ....................................................................................... ２１ 

FC VENTOS木更津 ............................................................................. 22 

ＮＰＯ法人キッズなび畑沢 学童保育所くじらクラブ ..................................... ２３ 

お知らせ（夏の子ども地域交流センター） .................................................... 24 

市政協力員からの報告 ............................................................................. 25 



令和８年度 畑沢中学校区 「子どもたちのための地域フォーラム」開催要項 
 

 
１ 主 催  畑沢中学校区青少年健全育成連絡会議 
 
２ 趣 旨   畑沢中学校区内の団体、機関、学校、ＰＴＡが、地域全体で子どもたち

を見守り、育てることをめざし、青少年健全育成について情報交換や連
絡調整をすることにより、課題を共有し、団体同士のつながりをつくる
など、ネットワークづくりを推進するため「子どもたちのための地域フォ
ーラム」を開催します。 

 
3 日 時  令和８年７月９日（木）1９:00 ～2０:３0 ＊18:30受付開始                     
 

4 会 場  木更津市畑沢地域交流センター 集会室 
 
５ 参加者  畑沢中学校区青少年健全育成連絡会議委員 

畑沢中学校・畑沢小学校・波岡小学校の教職員と保護者 
＊参加呼びかけ団体・機関 

（1） 畑沢中学校区内の各地区代表者（市政協力員・区長等） 
（2） 民生児童委員   
（3） 交通安全協会 
（4） 防犯指導員 
（5） 保護司 

（6） スポーツ少年団 

          ＊会場の参加者 約50名 
 

６ テーマ・内容 
         「地域ぐるみで子どもたちを見守り、育てるために」       

             ※学校や地域で活動する様々な団体が一堂に会し、学校や地域での子ど
もたちの様子について情報交換し、青少年健全育成について考える機会

とする。 
 

７ 次 第                             ＜敬称略＞  

① 主催者挨拶（青少年健全育成連絡会議 議長 山下 幸代）   

② 来賓挨拶（座親 市議会議員） 

③ 各学校長からのお話 畑沢小学校長 岩埜 理恵子 

波岡小学校長 飯島 伸之 

畑沢中学校長 德重 貴浩 

④ 木更津市まなび支援センターから地域の青少年情報 難波所長 

⑤ 参加団体から活動の紹介、情報交換 
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友 情 の 手 を く み あ っ て 

進 も う 進 も う 畑 沢 小 学 校 

あ ゝ 花 咲 く ふ る さ と 
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【
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区
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概
要

】
 

 
木
更
津
市
の
南
西
部
に
位
置
し
、
南
は
君
津
市
街
地
に
隣
接
し
、
東
は
波
岡
小
学
校
区
と
接

し
て
い
る
。
学
区
に
は
、
中
央
に
畑
沢
川
が
流
れ
、
西
に
あ
る
国
道
１
６
号
線
に
そ
っ
た
旧
来

か
ら
の
小
浜
・
畑
沢
１
丁
目
に
加
え
、
丘
陵
地
の
造
成
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
通
学
区
域
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
１
８
年
４
月
１
日
よ
り
港
南
台
１
・
２
・
５
丁

目
、
畑
沢
４
丁
目
及
び
中
野
畑
沢
線
東
側
同
区
内
の
各
飛
び
地
が
波
岡
小
学
校
学
区
に
編
入
さ

れ
た
。
ま
た
、
現
在
も
学
区
北
部
の
港
南
台
で
は
、
新
た
な
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
旧
来

か
ら
の
小
浜
地
区
、
畑
沢
１
丁
目
の
居
住
者
と
、
新
日
鐵
及
び
そ
の
関
連
企
業
等
に
勤
務
す
る

居
住
者
の
新
た
な
住
宅
が
混
在
し
、
分
譲
住
宅
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
転
居
者
も
多
く
、
京
葉

工
業
地
域
や
都
心
へ
も
通
勤
し
て
い
る
家
庭
が
多
い
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保
護
者
・
住
民
の
学
校
教
育
に
寄
せ
る
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心
は
高
く
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学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
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会
交

通
安

全
教

育
功

労
表

彰
 

平
成

18
 

4.
 1
 

通
学

区
域

見
直

し
に

よ
り

港
南

台
１
・２

・５
丁

目
、
畑

沢
４

丁
目

及
び

中
野

畑
沢

線
東

側
同

区
内

の
各

飛
び

地
が

、
波

岡
小

学
校

に
編

入
 

 
9.
30
 

関
東

管
区

警
察

局
長

及
び

関
東

交
通

安
全

連
合

会
よ

り
交

通
安

全
活

動
表

彰
 

平
成

19
 

11
.1
7 

創
立

３
０

周
年

記
念

式
典

、
祝

賀
会

の
挙

行
 

平
成

20
 

1.
18
 

全
日

本
交

通
安

全
協

会
よ

り
交

通
安

全
優

良
校

表
彰

 

 
10
.2
2 

文
部

科
学

省
第

三
者

評
価

調
査

員
来

校
 

平
成

23
 

 
青

少
年

読
書

感
想

文
全

国
コ

ン
ク

ー
ル

全
国

学
校

図
書

館
協

議
会

学
校

賞
受

賞
 

平
成

25
 

 
木

更
津

市
教

育
委

員
会

研
究

指
定

校
 2

5
・2

6
年

度
 
校

舎
耐

震
工

事
開

始
 

平
成

26
 

3.
14
 

第
１
期

耐
震

工
事

終
了

・第
２

期
耐

震
工

事
終

了
（１

２
．
５

） 

平
成

28
 

2.
29
 

第
３

期
耐

震
工

事
終

了
 

平
成

29
 

4.
 1
 

千
葉

県
教

育
委

員
会

研
究

指
定

（福
祉

教
育

）2
9

・3
0

・3
1

年
度

 

 
11
.2
9 

創
立

４
０

周
年

記
念

式
典

 

令
和
 2
 

3.
 1
 

普
通

教
室

・言
語

教
室

空
調

設
備

工
事

終
了

・校
内

L
A

N
整

備
終

了
 

 
10
.1
6 

G
IG

A
ｽｸ

ｰﾙ
工

事
完

了
 

令
和
 4
 

6.
 1
 

ス
マ

ー
ト

ソ
ー

ラ
ー

設
置

工
事

終
了

 

令
和
 6
 

1.
31
 

ト
イ

レ
改

修
工

事
完

了
 

令
和
８
年
度
 

畑
沢
小
学
校
の
教
育
 

         

進
ん
で
学
ぶ
子
 

心
豊
か
な
子
 

た
く
ま
し
い
子
 

○
じ
っ
く
り
聞
き
、
し
っ
か
り
考
え
る
 

○
自
分
の
考
え
が
表
現
で
き
る
 

○
正
し
い
判
断
が
で
き
る
 

○
家
庭
学
習
が
で
き
る
 

○
読
書
を
す
る
 

○
あ
い
さ
つ
や
返
事
が
で
き
る
 

○
感
謝
の
心
を
持
つ
 

〇
掃
除
を
一
生
懸
命
や
る
 

〇
友
達
と
仲
良
く
す
る
 

〇
ル
ー
ル
を
守
る
 

〇
外
で
元
気
よ
く
遊
ぶ
 

○
体
力
と
耐
力
を
向
上
さ
せ
る
 

○
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
 

○
よ
く
働
き
よ
く
食
べ
よ
く
寝
る
 

○
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
 

  

進
ん
で
学
ぶ
子
 

心
豊
か
な
子
 

た
く
ま
し
い
子
 

①
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
よ
る
授
業
改
善
 

・
問
題
解
決
学
習
の
充
実
 

・
教
え
る
こ
と
・
考
え
さ
せ
る
こ

と
の
明
確
化
 

・
基
礎
的
知
識
・
技
能
の
習
得
 

・
体
験
活
動
や

IC
T
を
活
用
し
た

魅
力
あ
る
授
業
 

・
教
科
担
任
制
（
交
換
授
業
）
に

よ
る
教
科
指
導
の
充
実
 

②
言
語
活
動
の
充
実
 

・
目
的
を
も
っ
て
読
み
、
自
分
の

考
え
を
表
現
し
、
対
話
す
る
活

動
の
充
実
 

・
読
書
指
導
・
音
読
指
導
の
充
実
 

③
学
習
規
律
の
浸
透
 

・
授
業
の
開
始
・
終
了
時
刻
を
守
る
 

・
じ
っ
く
り
聞
く
環
境
を
整
え
る
 

④
家
庭
と
の
連
携
 

・「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
利
用

し
た
家
庭
学
習
の
習
慣
化
 

⑤
特
別
支
援
教
育
の
推
進
 

・
交
流
及
び
共
同
学
習
の
推
進
 

・
自
立
活
動
の
推
進
 

・
特
別
支
援
委
員
会
の
充
実
 

①
道
徳
教
育
の
充
実
 

・
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
言
葉
か

け
の
推
進
 

・
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
授
業
の
充
実
 

・
地
域
と
の
交
流
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
 

②
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
 

特
別
活
動
 

・
あ
い
さ
つ
運
動
 

・
仲
間
づ
く
り
を
意
識
し
た
学
級
活
動
 

・
い
じ
め
ゼ
ロ
運
動
 

・
自
主
性
や
人
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
た
特
別
活
動
の
充
実
 

・
福
祉
教
育
の
推
進
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
 

③
教
育
相
談
の
充
実
 

・
年
間
３
回
の
教
育
相
談
週
間
 

★
心
の
相
談
員
の
活
用
 

★
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
 

★
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
の
共
通

理
解
（
不
登
校
対
応
の
充
実
）
 

①
鍛
え
る
体
育
学
習
 

★
体
力
向
上
を
目
指
し
た
体
育
授

業
の
工
夫
改
善
 

・
持
久
走
強
化
月
間
の
実
施
 

・
陸
上
部
練
習
の
実
施
 

・
体
力
テ
ス
ト
県
平

40
％
ク
リ
ア
 

②
健
や
か
な
体
を
育
て
る
 

健
康
教
育
 

・「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動

の
推
進
 

・
学
校
保
健
委
員
会
の
開
催
 

・
保
健
だ
よ
り
・
給
食
だ
よ
り
の
発
行
 

・
外
遊
び
の
奨
励
 

・
教
科
・
領
域
の
横
断
的
な
食
育

の
推
進
 

③
安
全
教
育
の
徹
底
 

・
避
難
訓
練
の
実
施
 

(地
震
・
火
災
・
不
審
者
等
・
予
告
な
し
）
 

・
引
き
渡
し
訓
練
の
実
施
 

・
交
通
安
全
教
室
の
実
施
 

・
日
常
の
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
 

・
右
側
廊
下
歩
行
の
徹
底
 

目
指
す
学
校
像

 

○
明
る
い
学
校

･･
･挨

拶
や
返
事
・
い
じ
め
ゼ
ロ
・
教
育
相
談
の
日
常
化
・
異
学
年
交
流
 

○
美
し
い
学
校

･･
･身

の
回
り
の
整
理
整
頓
・
花
壇
の
整
備
・
清
掃
指
導
の
徹
底
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

○
活
気
の
あ
る
学
校

･･
･生

徒
指
導
・
特

別
活

動
の
充

実
・
実
の
あ
る
研

修
・
保

護
者

、
地

域
と
の
連
携
 

め
ざ
す
教
職
員
像

 

○
児
童
の
人
格
を
尊
重
し
、
児
童
の
健
や
か

な
成
長
の

た
め

に
、
丁
寧
に
対
応
で
き
る
教
職
員
 

○
３
意
（
熱
意
・
誠
意
・
創
意
）
を
持
っ
て
、
教
育
実
践
に
取
り
組
む
教
職
員
 

○
３
Ｃ

（
チ
ャ

ン
ス
に
チ

ャ
レ
ン

ジ
し
チ
ェ

ン
ジ

）
の
精
神
で
、
学
校
運
営
に
参
画
す
る
教

職
員
 

○
自
他
の
特
性
を
認
め
、
調
和
の
精
神
を
持
っ
て
共
同
し
、
互
い
に
高
め
合
う
教
職
員
 

 

【
本

年
度

の
研

修
】
 

１
．
研
究
主
題
 

読
み
取
り
・
考
え
・
伝
え
る
力
を
育
て
る
算
数
科
の
授
業
改
善
 

－
学
習
の
基
本
過
程
を
大
切
に
し
た
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
－
 

２
．
研
究
目
標
 

算
数
科
の
学
習
を
中
心
に
、
学
習
の
基
本
過
程
で
あ
る
「
読
み
取
り
・
考
え
・
伝

え
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業
改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
児
童
が

自
ら
課
題
を
捉
え
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
、
そ
の
過
程
や
結
果
を
分
か
り
や
す
く

表
現
で
き
る
力
の
育
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
校
内
で
算
数
科
の
授
業
の
流
れ
を
統

一
し
、
共
通
の
視
点
で
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、
教
職
員
一
人

一
人
の
指
導
力
向
上
と
、
安
定
し
た
学
習
指
導
の
実
現
を
図
る
。
 

３
．
研
究
方
法
と
そ
の
方
策
 

（
１
）
授
業
の
流
れ
の
統
一
・
共
有
 

（
２
）
段
階
的
な
研
究
（
２
年
計
画
）
 

（
３
）
全
体
研
修
 

（
４
）
若
年
層
研
修
と
の
連
携
 

   

【
 

職
 員

 一
 覧

 】
 

NO
 

職
名
 

氏
 
 
名
 

学
級
・
担
当
等
 

NO
 

職
名
 

氏
 
 
名
 

学
級
・
担
当
等
 

１
 

校
長
 

岩
埜
理
恵
子
 

総
務
 

23
 

教
諭
 

島
野
 
樹
夏
 

5
年

1
組
 

２
 

教
頭
 

梶
原
 
慶
憲
 

庶
務
･施

設
 

24
 

教
諭
 

渡
邉
 
大
樹
 

5
年

2
組
 

３
 

教
諭
 

鳥
井
 
智
美
 

教
務
主
任
 

25
 

教
諭
 

立
石
真
里
子
 

5
年

3
組
 

４
 

教
諭
 

川
越
 
範
子
 

音
楽
指
導
 

26
 

教
諭
 

村
越
 
哲
朗
 

6
年

1
組
 

５
 

教
諭
 

鈴
木
 
理
恵
 

あお
ぞら

１組
 

27
 

教
諭
 

竹
田
 
由
美
 

6
年

2
組
 

６
 

教
諭
 

木
村
 
実
句
 

あお
ぞら

２組
 

28
 

教
諭
 

石
井
 
雄
大
 

6
年

3
組
 

７
 

教
諭
 

刈
込
 
慶
子
 

たけ
のこ

１組
 

29
 

教
諭
 

齋
藤
 
美
和
 

教
育
支
援
 

８
 

教
諭
 

山
下
 
華
奈
 

たけ
のこ

２組
 

30
 

教
諭
 

大
木
 
昌
代
 

初
任
者
指
導
 

９
 

教
諭
 

土
居
 
実
紀
 

こ
と
ば
１
組
 

31
 

教
諭
 

橋
元
 
香
織
 

育
児
休
業
 

10
 

教
諭
 

森
山
明
日
香
 

こ
と
ば
２
組
 

32
 

養
護
教
諭
 

小
林
み
な
子
 

保
健
指
導
 

11
 

教
諭
 

岡
本
 
優
奈
 

1
年

1
組
 

33
 

事
務
職
員
 

皆
川
寿
美
香
 

庶
務
･会

計
 

12
 

教
諭
 

西
村
 
恭
子
 

1
年

2
組
 

34
 

用
務
員

 
峯
岸
 
重
明
 

営
繕
･環

境
 

13
 

教
諭
 

山
本
 
佳
寛
 

1
年

3
組
 

35
 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
 

山
本
 
純
代
 

特
別
支
援
 

14
 

教
諭
 

開
 
 
翔
洋
 

2
年

1
組
 

36
 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
 

小
峯
真
理
子
 

特
別
支
援
 

15
 

教
諭
 

千
頭
井
雄
介
 

2
年

2
組
 

37
 

読
書
相
談
員
 

廣
木
 
真
理
 

読
書
指
導
 

16
 

教
諭
 

磯
部
真
理
子
 

2
年

3
組
 

38
 

心
の
相
談
員
 

縄
谷
 
裕
子
 

教
育
相
談
 

17
 

教
諭
 

遠
藤
 
昭
男
 

3
年

1
組
 

39
 

特支
教育

支援
員 

竹
内
 
悦
子
 

教
育
支
援
 

18
 

教
諭
 

齊
藤
 
道
子
 

3
年

2
組
 

40
 

日本
語支

援員
 

竹
内
 
敬
子
 

教
育
支
援
 

19
 

教
諭
 

飛
田
 
優
翔
 

3
年

3
組
 

41
 

Ａ
Ｌ
Ｔ

 
グリ

ャン
デン

リュ
ウ･

パン
メイ

 
外
国
語
指
導
 

20
 

教
諭
 

中
原
 
和
代
 

4
年

1
組
 

42
 

県
Ｓ
Ｃ
 

須
藤
 
功
 

教
育
相
談
 

21
 

教
諭
 

平
野
 
卓
也
 

4
年

2
組
 

43
 

Ｓ
Ｓ
Ｓ
 

礒
部
友
里
恵
 

教
育
支
援
 

22
 

教
諭
 

鹿
島
由
美
子
 

4
年

3
組
 

 
 

 
 

 

 

未
来
を
生
き
る
畑
沢
っ
子
の
育
成
 

～
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
自
立
と
共
生
を
育
む
～
 

 

《
学

校
教

育
目

標
》

 

 

目
指
す
児
童
像
 

  

2



本
校

の
歴

史
教

　
 
職

　
 
員

学
校

医
・

薬
剤

師

学
校

評
議

員

Ｐ
Ｔ

Ａ
本

部
役

員

学
区

の
概

要

児
童

数
の

推
移

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

55
0

60
0

学
級

編
制

と
児

童
数

№
職
名
・
担
任
名

氏
　
　
名

№
職
名
・
担
任
名

氏
　
　
名

校
長

飯
島

伸
之

養
護

教
諭

小
　
澤
　
ち
さ
と

教
頭

角
田

敏
之

養
護

教
諭

五
十
嵐
　
か
れ
ん

教
務

主
任

大
狹

直
剛

事
務

職
員

宮
下

瑠
姫

１
年

１
組

齊
　
藤
　
響
太
郎

栄
養

職
員

鳥
居

玲
子

２
年

１
組

山
口

璃
胡

坂
井

育
子

３
年

１
組

秋
元

大
祐

用
務

員
長

嵜
　
　

保
  

３
年

２
組

菊
地

陽
介

小
学
校
専
科

非
常
勤
講
師

北
川

久
雄

４
年

１
組

金
山

美
羽

読
書
相
談
員

大
田
黒
　
和
佳
奈

５
年

１
組

小
里

将
吾

川
名

昌
彦

６
年

１
組

菅
野

雄
太

ク
ォ
ー
タ
ー

波
の

子
１

組
江

藤
麻

美
初

任
者

指
導

教
員

大
木

昌
代

波
の

子
２

組
臼

井
俊

男
初

任
者

後
補

充
教

員
髙

橋
真

理

岡
の

子
原

田
愛

加
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

近
　
藤
　
麻
里
子

森
の

子
鈴
　
木
　
る
み
子

須
藤
　
　

功

こ
と

ば
の

教
室

島
　
村
　
由
紀
子

№
職
　
　
名

氏
　
　
　
名

担
　
　
当

１
学

校
医

佐
藤

龍
太

内
科

２
学

校
医

原
　
 
田
　
 
勇

一
郎

眼
科

３
学

校
医

中
　

原
　
　
　
　

学
耳

鼻
咽

喉
科

４
学

校
歯

科
医

山
口

延
善

歯
科

５
学

校
薬

剤
師

藤
見

悠
理

薬
剤

師

№
氏
　
名

役
　
職
　
等

１
佐

藤
雅

之
波
岡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
長

２
井

手
口
 
和
 
枝

波
岡
東
地
区
主
任
児
童
委
員

３
出
 
口
 
真

由
美

波
岡
西
地
区
主
任
児
童
委
員

４
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令和８年度 

 

学校要覧 

 
 

　教育理念　自立と共生 

 

　教育目標　 

 「豊かな心を持ち、 

 　　　　　自他を大切にする生徒の育成」 

      ～　優しく　賢く　逞しく　～
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木更津市立畑沢中学校 

　　　　　　　　　　　　　　〒２９２－０８２５　 
　　　　　　　　　　　　　　千葉県木更津市畑沢１０５３－１ 
　　　　　　　　　　　　　　電 話  ０４３８（３６）５０２１ 
　　　　　　　　　　　　　　F A X  ０４３８（３６）５０４４ 
　　　　　　　　　　　　　　E-mail  hatazawa-j@kisarazu.ed.jp 
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 １　学区概要
 
     　木更津市の南西部に位置し、君津市に隣接している。長い歴史に育まれた純農漁村地帯であったが、

 　　新日鐵（現：日本製鉄）の進出に伴い造成された畑沢団地と、県及び民間企業によるシーアイタウンや
 　　八幡台ニュータウンの大規模な宅地造成が進み、その様相は一変した。

    　学区は、昭和 58  年に波岡中学校と分離し、小浜、大久保の一部、畑沢、畑沢南で構成されるように
　　なり、現在は港南台地区まで及んでいる。学区東側を JR 内房線が走り、西側を国道 16  号線が通ってい

 　　る。また、学区中央を館山自動車道が通り、都心へのアクセスもよく、緑の豊富な住宅街である。
 

 ２　学校沿革

年度 生徒数 学級数 学校長 記事
昭和５５ ３８５  　９ 森　　保雄 木更津第二中学校より分離１，２年生９学級生徒数３８５名

で開校
    ５６ ７３３  １８ 校歌制定（１／９）第１回卒業生１９０名
    ５８ ６２３  １６ 波岡中学校と分離
    ５９ ４１１  １１ 大久保　進 創立５周年記念行事実施（１１／１０）
    ６１ ３７６  １０ 岸　　守 プール完成（７／１８）
平成元年 ３６９  １０ 村杜　憲一 創立１０周年記念行事実施（１０／２６）
      ３ ３７４  １１ 鈴木　勝江 千葉県吹奏楽コンクール金賞
      ５ ３８９  １２ 吉田　重夫 文部省指定校研究校公開（教育機器利用）
      ６ ３９５  １２ 安田　祿彌 心の輪を広げる体験作文（県知事賞）
      ８ ４２０  １２ 横内　賢二 心の輪を広げる体験作文（内閣官房長官賞）
      ９ ４０８  １２ 浦辺紘一郎 千葉県少年の主張（最優秀賞）
    １１ ４４８  １３ 村松　和久 創立２０周年記念行事実施（１１／２７）
    １３ ４３９  １３ 千葉県読書感想文コンクール学校賞
    １４ ３９７  １２ 松江　俊昭 千葉県科学作品展（優秀賞）
    １６ ３９６   １２ 木更津市教育委員会研究指定校１６・１７年度（学力向上）

厚生労働省指定校（仕事ふれあい活動支援指定）
    １７ ４００  １３ 理数大好きモデル地域事業推進校（H １７～１９）
    １８ ４０６   １２ 千葉県教育委員会研究指定校（豊かな心を育む教育）

学校評価システム構築事業協力校（H １８～１９）
    １９ ４１４   １３ 鈴木　節子 千葉県教育委員会研究指定校（豊かな心を育む教育）

特別支援学級わかたけ学級創設
    ２０ ４２９   １４ 特別支援学級ひまわり学級創設

理数教育における地域型キャリア教育事業推進校
    ２１ ４４０  １４ 創立３０周年記念行事実施（１１／１４）
    ２２ ４８３  １５ トイレ壁面全面改修　支部駅伝女子チーム５連覇
    ２３ ４７７  １５ 菅野　清次 場外地駐車場完成・駐輪場増設　毎日カップ優秀賞
    ２４ ４９４  １６ 技家棟裏駐車場完成
    ２５ ４８４  １５ 平野千津子 テニスコート改修　特別支援学級ひまわり学級閉鎖
    ２６ ５１５  １７ 校舎耐震工事Ⅰ期　特別支援学級ひまわり学級創設
    ２７ ５２６  １７ 校舎耐震工事Ⅱ期
    ２８ ５０３  １７ グラウンド防球ネット改修・暗渠排水工事
    ２９ ４７７  １６ 千葉県福祉教育推進校指定（H  ２９～３１）

木更津市学校教育研究指定（H  ２９～３０）
毎日カップ優良賞

    ３０ ４３２  １５ 平　　一晶 体育館改修　グラウンド一部改修
令和元年 ４００   １４ 君津地方英語コンテスト学校賞１位

毎日カップ優良賞　普通教室エアコン設置
    ２ ３７３  １４ 支部駅伝大会男子優勝　県大会出場
    ３ ３４８   １３ 上田　真里 県駅伝大会出場（男女）　金瀬教育奨励賞

体育館トイレ改修　校舎内 LED 化
    ４ ３２４  １２ 県駅伝大会出場（男子）　金瀬教育奨励賞
    ５ ３１３   １２ 吉岡　秀樹 新制服着用開始　県駅伝大会出場（男子）

ソフトテニス部（女子団体・個人）関東大会出場　
    ６ ３３６   １３ 部活動朝練習廃止　スクールサポートスタッフ配置

ソフトテニス部（女子個人）関東大会出場
    ７ ３２８   １３ 支部駅伝大会男子優勝　県駅伝大会出場

県新人駅伝大会（男子）
    ８ ３４１  １５ 德重　貴浩
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 ３　学校経営の概要
 
    　　　 【教育理念】　　　　　　　　自立と共生 
             

 　【教育目標】  　「豊かな心を持ち、自他を大切にする生徒の育成」
　　　　　　　　　　　　　　～優しく　 賢く　 逞しく～

 
 

 
＜目指す生徒像＞  

 ①自分と仲間を大切にする生徒 〈優しく〉  
 ②進んで学び、考え、表現する生徒 〈賢く〉  
 ③粘り強く、困難を乗り越えようとする生徒 〈逞しく〉  

 
 

＜目指す学校像＞ ＜目指す教師像＞ 
 ①生徒、教職員が「畑中で良かった」と  ①明るく、元気で、社会性・人間性豊かな教師 
   誇れる学校  ②生徒・保護者・地域の声を聴き、信頼される
 ②安心・安全で、活気と躍動感のある学校 　 教師 
 ③生徒が一日の学びを実感できる学校  ③生徒の心を動かす言葉かけができる教師 
 ④家庭・地域と共に歩み、愛される学校  ④家庭や同僚を大切にする教師

 【指導の方策】
    

      豊かな心【優しく】 　確かな学力【賢く】  健やかな心と体【逞しく】
   

 ○挨拶の徹底を図る。（率先垂範） ○基礎的・基本的学力の定着を図る。 ○体育の授業、清掃時体力作りの充実
 ○考え、議論する道徳授業の充実 　（学習コンクール、市数検・英検の活用） 　を図る。（運動量の確保） 
　 を図る。（人権、命の大切さ、いじめ等） ○わかる授業を展開する。 ○運動能力証への挑戦をすすめる。 
 ○いじめを考える取組を実施する。 　▽学習課題の明確化 ○毎学期、教育相談週間を位置づける。 
  （生徒会）   　（学習課題カードの活用） ○スクールカウンセラー、心の相談員 
 ○行事を通して、自治力、協調性、 　▽考える場面・話し合う場面を 　との連携を図る。（効果的な活用） 
   思いやりの心を育む。 　　設定（セルフチェックシートの活用） ○安全教育を推進する。（避難訓練、
  ○異学年活動を通して、各学年の ○生徒同士の認め合いの場、磨き 　自転車安全教室等）
　 自覚と責任感を持たせる。   　合いの場を設定する。 ○食育の充実を図る。（食生活指導） 
 ○コミュニケーション能力を育成 ○家庭学習の促進を図る。 ○外部人材を活用し、本物を体験させる。 
   する。（グループエンカウンタ   （タブレット活用、啓発資料配布） 　（授業、職場体験、校外学習等） 
　 ーの活用） ○毎日の朝読書時間を確保する。 ○感染症や熱中症対策を身につけさせる。 
 ○ SDG ｓ学習を実施する。 ○キャリア教育を推進する。（働く ○薬物乱用防止教育、性教育を実施する。 

  人に学ぶ会、職場体験学習の実施）

 
 

    　積極的な生徒指導     家庭・地域社会との協働       　　指導力の向上
   　自治的な活動の推進

○自ら考え、自ら判断し、自ら行 ○授業参観、オープンスクール、 ○主体的、対話的で深い学びを目指し、
　動する場を設定し、「自己決定 　HP、便り等を活用し、積極的に 　指導法の工夫、改善を図る。 
　力」を養う。 　学校を公開する。  （自己研鑽の薦め・相互授業参観の実施） 
○一人一人に「自己存在感」を持 ○各種便り、HP   の充実を図る。 ○若年層の資質向上と育成を図る。
　たせ、やる気と意欲を引き出す。 ○学校評議員と連携し、学校評価 （若年層研修の実施） 

  ○生徒と教師、生徒同士の「自己 　を学校経営にいかす。 ○校内研修の充実を図る。
 　肯定感」を高める言葉がけを大 ○学校評価の実施と公表を行う。 （教科部会、各階層研修の実施、所長

 　切にし、共感的理解を深める。     （木更津システムの活用） 　訪問・要請訪問等の活用）
○生徒会活動を活発にし、自治的 ○学校保健委員会を実施する。 ○授業改善の視点で、振り返りを行う。
　能力を育成し、健全な人間関係 ○学校支援ボランティアを活用する。 （セルフチェックシートの活用） 

 　を構築する。 ○地域行事に積極的に参加し、地 ○ ICT を利用した授業を、効果的に
 ○集団の育成を図り、リーダー、 　域の一員としての自覚と責任を 　実施する。

　サブリーダーの育成に努める。 　持たせる。 ○ AED、エピペン研修を実施する。
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 ４　研究主題と目標

   【主題】　思考・判断・表現する力を培い、信頼と思いやり、あたたかい人間関係の向上を図る。
 
  【目標】　・「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善により、学力を向上させる。 
        　　・生徒理解を深める視点として、生徒の良いところを「見る、見つける、認める」時間を確保し、 
　　　　　　　生徒との良好な人間関係を構築する。

 
５　在籍生徒数                　　　　　　　　　６　教育課程

               学　年 １年 ２年 ３年 合計 区 国 社 数 理 音 美 保 技 外 道 学 総 総
学級数 ４ ３ ４  １１（４）          ・ 国    時 
男子 58(4) 38(4) 71(2) 167(10  ) 分 語 会 学 科 楽 術 体 家 語 徳 活 合 数
女子 50(1) 49(3) 57(4) 156(8  ) 1 年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015
合計 108(5) 87(7) 128(6) 323(18  ) 2 年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015

　　　　*（　）は特別支援学級 3 年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015
 
７　学校行事

１学期 ２学期 ３学期
   着任式・始業式 始業式 始業式

   入学式 前期期末テスト 避難訓練
   授業参観 避難訓練 入学説明会
   身体計測 修学旅行（３年生） 高校入試（３年生）
   避難訓練 校外学習（１・２年生） 後期期末テスト
   生徒総会 支部新人体育大会 全校三者面談

PTA    奉仕作業 支部駅伝大会 ３年生を送る会
   教育相談週間 教育相談週間 学校評議員会

   体育祭 オープンスクール 卒業証書授与式
  前期中間テスト 文化発表会 修了式・辞校式

  学校評議員会 市音楽会
  支部総合体育大会 後期中間テスト

  終業式 生徒会役員選挙・認証式
全校三者面談 終業式

 
８　職員一覧

no 職名 氏名 no 職名 氏名 no 職名 氏名
1 校長 　 德重　貴浩 13 ２年１組    　 櫻林　遼佳 25 ３年副担任 　 鳩飼　愛佳
2 教頭 　 中野　英紀 14 ２年２組    　 今井　里美 26 養護教諭 　 田端　絹子
3 教務主任 　 髙梨　　純 15 ２年３組    　 岡本　健 27 主事   　 佐藤　亮子
4 １学年主任 　 坂本知恵子 16 わかたけ１組 　 鈴石　優太郎 28 主任用務員 　 増田　博一
5 １年１組    　 小幡　智也 17 わかたけ副担任 　 石渡　歩 29 心の相談員 　 山岡　裕子
6 １年２組    　 前田　健児 18 ２年副担任  　 倉内　隼太郎 30 読書相談員 　 佐々木和江
7 １年３組    　 小川　海斗 19 ３学年主任  　 関口　篤 31 スクールカウンセラー 　 児島　笑子
8 １年４組    　 山田　博之 20 ３年１組 　 山﨑　匡史 32 ALT      ノーラン　ブルース
9 わかたけ２組 　 西　　公恵 21 ３年２組 　 小原　真理子 33 日本語指導員 　 塚本亜希子

10 ひまわり２組 　 川上　怜奈 22 ３年３組 　 山本　雄策 34 スクールサポートスタッフ    城森　朱里
11 １年副担任 　 岩間　遥香 23 ３年４組    前田　雄弥 35 初任者指導    遠藤　秀夫
12 ２学年主任    □田　篤史 24 ひまわり１組    園田　愛

 
９　学校評議員                              　１０　学校医・薬剤師

豊田　雅之 吉田　充伸 吉岡　秀樹 内　科 河木　　潤 歯　科 市川　　昇 薬剤師 島村　広輝
出口真由美 辻　　浩二 小駒　裕治 眼　科 原田勇一郎 耳鼻科 中原　　学

 
１１　PTA 理事会役員
会　長 　秋谷裕次郎 副会長 　並木　裕介 副会長 　山田　明美 会　計 　山口　晃子
副会長 　坂口　伸一 副会長 　林　　真弓 副会長 　佐久間美和 会　計 　加藤　恵里香
副会長 　原　　直人 副会長 　山平　真理 書　記 　天野　深雪 事務局 　中野　英紀
副会長 　坂本　正家 副会長 　上和田瑞恵 書　記 　小平　京子 　
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＜活動紹介＞ 令和８年度 畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」 

 

団体・機関名 波岡小学校 PTA 

 

代表者名   会長 小汀 あゆみ 

 

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等 

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。 

 

出席・欠席 いずれかに○ 

会場出席者名（役職名）氏名（副会長） 山下 幸代 

○元気に挨拶してくれる。 

○登校時にゴミ拾いをしている子がいて感心した。 

○クリーン作戦や通学路清掃等に子ども達も積極的に参加している。 

＜PTA の設置目的＞ 

教職員、保護者、地域が一体となって、児童の健全育成を育む。 

 

＜活動内容＞ 

【安全】 

 ・交通安全指導の場所、作業要領等を再確認し、効果的な登下校見守り活動の実施。 

【文化環境】 

 ・通学路清掃の実施（年６回）、クリーン作戦の実施、学校行事のサポート 

【広報】 

 ・地域や PTA 会員に「伝わる」情報発信の方法およびコンテンツの検討 

【地域連携】 

 ・地域団体との情報交換、イベント出席、協力 

【組織運営】 

・理事会、役員会、総会の開催。役員選出。 
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＜活動紹介＞ 令和8年度　畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」資料

団体・機関名： 畑沢中学校ＰＴＡ

代表者名： 秋谷　裕次郎（会長）

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。

※この用紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出をお願いいたします。

【提出先】　畑沢地域交流センター

E-mail：hatazawa-k@city.kisarazu.ig.jp　FAX可　37-1005

当日資料作成のため6/26〆切でお願いします。

【出欠】　 出席・欠席　（いずれかに○）

【会議出席者名】　役職名 会長

氏　名 秋谷　裕次郎

【発表希望】　 希望する・希望しない（いずれかに○）

※団体・機関からの発表は３分程度を予定しています。

　畑沢中学校ＰＴＡは、子供たちの健全な成長を支援し、家庭と学校が力を合わせ、さらに

地域との連携・協力しながら活動しています。子供たちが安心して伸び伸びと中学校生活を

送るためのサポートとして、各委員会を中心に活動を展開し、活動に当たっては会員一人ひ

とりが自ら考え、できることから取り組む活動を推進しています。

　そして、各活動を通し、会員の相互交流・助け合い、地域とのつながりを図り、子供たち

と共に私たちの成長の促進を促す。

■組織：会員は畑沢中学校生徒の保護者と教職員、事務局・本部・各委員会

■主な活動

　・学年委員会　　　：学校学年運営補助、学校保健員会、環境美化活動（年２回）

　　　　　　　　　　　立哨活動、体育祭、授業参観駐車場誘導など

　・広報委員会　　　：広報誌作り講習会、広報誌「畑中ひろば」発行、写真販売

　・PTAバレー委員会：市PTAバレーボール大会参加、学校学年運営補助、

　　　　　　　　　　　体育祭、授業参観駐車場誘導など

※本年度もバザーの開催予定はありません。

　中学校教育理念「自立と共生」、教育目標に「豊かな心を持ち、自他を大切にする生徒の

育成」～ 優しく 賢く 逞しく ～ とあります。ＰＴＡ活動で子ども達とのふれあいの中で、笑

顔で元気よく挨拶をする生徒が多く、地域の小学生達にも挨拶をする姿が見受けられます。

直近では体育祭を実行委員先導に各自で考えて行動、また仲間と喜び励まし合い涙する姿が

素晴らしかったです。地域に対しては、自治会の美化活動に親と参加や、部活単位で参加す

る姿も見られ、地域と共存する姿に感銘を受けます。地域と共に成長する子ども達の見守り

とご指導を今後とも宜しくお願い致します。
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＜活動紹介＞ 令和８年度畑沢中学校区「⼦どもたちのための地域フォーラム」資

料

団体‧機関名 畑沢⼩学校区⻘少年相談員

代表者名 ⾼池美⾹

●団体の設置⽬的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等

⻘少年相談員は、千葉県知事、⽊更津市⻑の委嘱を受けて、⻘少年の健全育成の積極的な

推進を図ることを⽬的に、スポーツや野外活動を通じた体験学習等の企画、運営、パトロー

ルなどの⾮⾏防⽌、安全防犯活動など、様々な活動に取り組んでます。昭和38年から始ま

り、60年以上になります。

1期3年で、令和7年4⽉から第22期となり、今年は任期2年⽬です。

阿部絵理、⼤澤遥、柴嵜勇⼈、並⽊裕介、松坂直幸、⾼池美⾹の6名で活動してます。

⽊更津市⻘少年連絡協議会では、4⽉に市内少年野球⼤会中学校の部、11⽉に少年少⼥主張

⼤会、⽊更津市中学⽣川柳コンクールを⾏ってます。今年は6⽉にKisarazu トライアルとい

うスポーツイベントを⾏い、来年2⽉には、君津地区4市での地域のつどい⼤会を担当市と

して、オーエンススポーツフィールドで予定してます。

畑沢⼩学校区では、第6回となりますイルミネーション設置を公⺠館で⾏い、通学路、地域

の⼈々の⼼も明るく照らして⾏きます。８⽉には⽵灯籠のイベントも企画中です。年度末に

は、波岡⼩学校区、⼋幡台⼩学校区との交流会も予定してます。

更に、畑沢中学校区⻘少年健全育成会議のメンバーとしても活動し、まちづくり協議会、地

区社会福祉協議会など、他団体とも連携し、様々な活動を通して、地域の⼦供たちの笑顔を

⾒られるような活動を⾏ってます。

●活動している中で、地域の⼦どもたちの様⼦について感じていることはありますか。
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積極的に活動に参加して、今を楽しみつつ、地域の様々な⼈々との関わりを通して、健

やかに成⻑してもらいたいと思います

※この⽤紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出お願いいたします。

【提出先】畑沢地域交流センター

E-mail hatazawa-k@city.kisarazu.lg.jp  FAX可 0438-37-1005 

当⽇資料作成のため6/２６〆切でお願いします。

【出⽋】 出席‧⽋席  (いずれかに〇) 

【会場出席者】役職名

⽒ 名

【発表希望】 希望する‧希望しない  (いずれかに〇) 

※団体‧機関からの発表は３分程度を予定しています。
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＜活動紹介＞ 令和８年度 畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」資料 

  団体・機関名   青少年補導員（畑沢中学校区） 

  代表者名      理事  黒川 克明          

 

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等 

【団体の目的】 

 木更津市内の中学校単位で組織される団体であり、青少年の健全育成と非行防止等の活動に

取り組んでいます。 

【補導員のメンバー】 ８人 

１ 秋山 容子 2 磯部 須美江 3 松本 智子 4 西田 美奈子 5 菅野 かおり 

６ 深澤 晴雄 ７ 大森 正宏 ８ 黒川 克明 

【主な活動内容】 

◆ 地域パトロール（不定期） 

◆ 畑沢浅聞神社祭礼のパトロール 

◆ 木更津市みなと祭り花火大会のパトロール 

◆ 畑沢区盆踊り大会のパトロール 

◆ ＪＲ内房線、久留里線の乗車マナー指導 

◆ 木更津市青少年補導員連絡協議会への参加（会計 黒川） 

◆ 畑沢地区まちづくり協議会への参加（副会長 黒川） 

◆ 青少年健全育成連絡会議への参加（委員 黒川） 

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。 

・地域パトロールに加え、祭礼や盆踊り大会などでパトロール活動を実施しています。 

・今年度も祭礼を始め、花火大会などの行事やイベントに併せパトロールを実施します。 

・地域では、商業施設や店舗等を中心に実施していますが、児童等の姿が見られないことから、

今後のパトロール方法を検討します。 

・引き続き、子供たちの安全と非行行為の防止に向けて、地域で子ども達を見守ります。 

 ※この用紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出お願いいたします。 

       

  【提出先】 畑沢地域交流センター 

E-mail  hatazawa-k@city.kisarazu.lg.jp  FAX可 0438-37-1005  

当日資料作成のため 6/２６〆切でお願いします。 

【出欠】   出席 ・ 欠席  (いずれかに〇)  

【会場出席者】 役職名         

氏 名   黒川克明、松本智子、菅野かおり  

【発表希望】  希望する ・ 希望しない  (いずれかに〇)   

※団体・機関からの発表は３分程度を予定しています。 
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＜活動紹介＞令和８年度 畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」資料 
 

団体・機関名 木更津市防犯指導員協議会 波岡支部 

 

代表者名 武藤 義彦 （支部長 ）＊八幡台 

 

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容 

 
 設置目的 

 木更津市防犯指導員協議会の規定に基づき明るい住みよい社会を作るため指導員を 

 おく 

 組織 

 防犯協議会長（渡辺芳邦市長）から委嘱された 10地区（支部）で構成。任期は 2年 

 委嘱は各地区市政協力員の推薦による。（波岡支部 30名、地区推薦ナシ 18名） 

 東地区 19名（羽鳥野、八幡台、大久保、烏田）。 西地区は 11名（小浜、畑沢、ロア畑沢、 

 畑沢南、馬込、畑沢第 1区会、畑沢第 2区会、畑沢打越区会、東畑沢第 1区会、 

 東畑沢第 2区会、滝沢区、港南台） 

  

 活動内容 

（1） 地域の防犯思想の普及（防犯キャンペーン）及び活動（パトロール等）及び研修 

（防犯講習会等） 

 （２）事件発生時の警察への協力 

 （３）各種（木更津警察署、防犯協会、木更津市）防犯キャンペーンへの参加 

 （4）青色回転灯設置した貸し出し用パトロール車による防犯パトロール 

 

 具体的な活動（西地区） 

 青色回転灯付き車両による巡回パトロール（年 4～６回） 

 畑沢浅間神社祭礼防犯パトロール（16：00～浅間神社周辺） 

 畑沢区盆踊り大会会場警備（16：00～畑沢小学校校庭） 

 年末・年始特別警戒取り締まり出動式に参加（16：00～木更津警察署又はイオンモール） 

 年末・年始特別警戒該当啓発活動への参加（17：00～木更津駅周辺） 

 

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。 

  この用紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出をお願いいたします。 

＜提出先＞ 

  畑沢地域交流センター E-mail :hatazawa-k@city.kisarazu.lg.jp 

 

出席します 

会場出席者 副支部長 永島靖氏  

発表希望 特にありません 

西地区では現在青色パトロールカーによる巡回は行っていません 

子どもたちは元気に通学している様子が見られます 

中学生が下校時に畑沢中野線の中央の交差点（プラグインいしい前）で信号待ちの際、複

数人が談笑している姿が微笑ましく感じます 

浅間神社の祭礼や、畑沢南の納涼大会が近づいていますがそれぞれパトロールを実施し

ます。 

その他 

西地区では 23自治会がありますが、防犯指導員の推薦ナシの自治会が多数あります。 

特に小学校のある畑沢南 2丁目、港南台 1～5丁目の推薦ナシが気になります 
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畑沢MBC（男子）活動方針

1.目的
　・ミニバスケットボールの指導を通じて、心と技を磨き、自らの力で社会を
　   生き抜くことのできる人間形成の基礎を育む。

2.教育項目
　1）礼儀を重んじ、進んで挨拶ができる子どもを育てる。
　2）身の回りの整理整頓を習慣化し、自己管理能力を養う。
　3）PDCAを実践し、目標達成力と課題解決力を高める。
　4）言われてからではなく、自ら考え主体的に行動できる力を育てる。

　2.3）の解説
　 PDCAとは、4段階の頭文字を繋げたもので、継続的改善の考え方
　 ①Plan(計画・目標)   ：夢・目標達成に向け、計画を作成する。
　 ②Do(実行)  　　　　  ：目標達成に向け対策を実施していく。
　 ③Check(評価・確認)：計画通りに進捗しているか確認・評価する。
　 ④Action(改善)        ：評価が計画に沿っていない部分を改善する。

　※各自が目標を設定し、達成に向けた具体的な実践に取り組む。進捗を確認
　　しながら軌道修正を重ね、この過程を繰り返すことで目標達成へと導く。
　　このサイクルによって成功体験を積み重ね、目標に向かって努力を惜しまない
　　姿勢を育む。
　　本取り組みは、スポーツに限らず、学習や芸術活動にも通じる普遍的な成長
　　プロセスである。

3.練習時間
　　平日：水曜日（各2.5時間）　　
　　休日：土、日曜日、祭日（各３時間程度）
　　会場：畑沢小学校

4.構成ﾒﾝﾊﾞｰ
　　部員21名、指導者3名

2026/1/1
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＜活動紹介＞ 令和８年度 畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」資料 

  団体・機関名     畑沢コンドルズ       

  代表者名     鹿嶌 一男           

 

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等 

畑沢コンドルズは、畑沢小学校が開校すると同時に結成された少年野球チームです。チーム

では「常勝」を目標に掲げ、野球を通じて仲間と目標に向かって協力し、最後まで一生懸命やる

ことを、日々の練習で取り組んでいます。 

 部員数が少なく苦労していますが、父兄の協力やポスター、チラシなどを配布して４月に多く

の部員が入部しました。 

 木更津市少年野球連盟主催の大会に出場するとともに、各市主催の大会にも積極的に参加し

て上位進出しています。 

 また、地域の行事にも積極的に参加し、子供たちも含めて、地元の方々と交流することも活動

の一環として考えています。 

 

 

 

 

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。 

全体的に、地域の子供たちは挨拶をしてくれていると感じています。引き続き地域で温かく

子供を見守ることが必要だと思います。 

 最後に、地域団体、各クラブ、そして保護者と連携してより良い畑沢地域になるための協力を

私自身、チームとしても行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 この用紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出お願いいたします。 

       

  ＜提出先＞ 

畑沢公民館 E-mail :hatazawa-k@city.kisarazu.lg.jp  FAX可 37-1005  

当日資料作成のため 6/２６〆切でお願いします。 

 

出席 ・ 欠席  (いずれかに〇)  

会場出席者名 (役職名)  コーチ    氏名  髙橋 侑大              
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FC VENTOS 木更津

木 村 　 裕 一

サッカーを通じて団員相互の親睦と体力、技術の向上を目指し健全な少年育
成を目的としています 

組織としては畑沢波岡地区を中心とした子供達とボランティアで集まった指
導者にて活動、運営は指導者及び父母の会に行っています

練習　年長１ ４年生  土・日曜日　0900 1200　畑沢小学校 
　　５ ６年生　　　土曜日　　　0900 1200　波岡小学校 
　　　　　　　　　　日曜日　　　1300 1600　波岡小学校 

平日　３ ６年生　　　火・木曜日　1800 1930　畑沢小学校 
近隣チームとの交流戦及びＪＦＡ主催大会に出場

指導をしている中で、以前の方が特に自主性や協調性をもって活動に取り 
組める子供が多かったように感じています。 
また、父兄の子供に対するかかわり方が変わって来ているように感じます。 

木 村 　 裕 一

代　表
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＜活動紹介＞ 令和８年度 畑沢中学校区「子どもたちのための地域フォーラム」資料 

  団体・機関名   特定非営利活動法人キッズなび畑沢 学童保育所くじらクラブ     

  代表者名      豊田 雅之                

 

●団体の設置目的、組織（メンバー構成）、主な活動内容等 

小学校の放課後、ひとり親家庭や共働き家庭のため放課後保育を必要とする児童を保護者に

代わり行う、子ども達のための安心できる居場所です。（第二種社会福祉事業） 

 

○ 保育者資格：放課後児童支援員、保育士、教諭 

 

○ 畑沢小学校の児童５７名在籍（原則４年生までだが希望により６年生まで在籍あり） 

 

○ 子ども達が積極性や自主性や社会的なマナーが育つよう活動方針やプログラムを工夫して

います。 

（遠足は電車など公共交通機関を利用し、弁当ではなくビュッフェにいくなど公共の場を 

経験しマナーやルールを学ぶ）  

 

○ 日頃忙しい保護者だからこそ、同じ学校の保護者同士仲良くなり連携や相談ができるよう、

全員参加の草刈り＆バーベキュー、くじら祭り、親子遠足、新年会など実施し子ども達・保護

者・保育者の全員の親睦を深める行事を実施しています。 

●活動している中で、地域の子どもたちの様子について感じていることはありますか。 

○ 素直でまっすぐな子が多い 

○ 明るく元気な子が多い 

「畑沢くじら保育園を含め学童くじらクラブに対する地域の方の優しさがありがたいです」 

 ※この用紙はそのまま資料として印刷します。楷書体での提出お願いいたします。 

       

  【提出先】 畑沢地域交流センター 

E-mail  hatazawa-k@city.kisarazu.lg.jp  FAX可 0438-37-1005  

当日資料作成のため 6/２６〆切でお願いします。 

【出欠】   出席 ・ 欠席  (いずれかに〇)  

【会場出席者】 役職名   理事長              

氏 名   豊田 雅之            

【発表希望】  希望する ・ 希望しない  (いずれかに〇)  

※団体・機関からの発表は３分程度を予定しています。 
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対 象 ：小学４～６年生（１８人程度） 

参加費 ：手作りうどんのみ５００円 その他無料 

場 所 ：畑沢地域交流センター 

開催日 ：7月 2１日(火) 2２日(水) 2３日(木) 2４日(金) 

日 程 ：9:00～１２：００ 自習タイムｏｒ実習・体験時間 

13：00～16：30 自習タイムｏｒ実習・体験時間 

（17：00までに全員帰宅） 

： ６月１８日(木) ～ 7月１日(水) 
 

学校のレク活動でも使えるいろいろな
この日の昼食は自分で作ったうどんで

涼しい交流センターで自習が

できるよ！ 

夏休みの宿題もこの４日間で

終わるかも？ 

そうすれば残りの夏休みも思

いっきり楽しめるね！ 
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地
区
名

市
政
協
力
員

子
ど
も
会

有
/無

子
ど
も
行
事

の
有
/無

子
ど
も
が
参
加
す
る
行
事
の
内
容

地
域
で
の
子
ど
も
達
の
様
子
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
く

だ
さ
い
。

1
小
浜

永
嶌
　
勇

無
有

・小
浜
水
神
社
例
大
祭
（９
月
２
０
日
）

日
常
的
に
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
な
い
。

2
畑
沢
１
丁
目

北
見
　
正
一

無
無

ー
ー

3
ロ
ア
畑
沢
自
治
会

渡
辺
　
浩

無
無

ー
ー

4
畑
沢
南
２
丁
目

馬
渕
　
雅
司

無
有

・畑
沢
区
盆
踊
り
大
会
（８
月
1
日
）

ー

5
畑
沢
南
３
丁
目
町
内
会

松
延
　
利
秀

無
無

ー
ー

6
馬
込
町
内
会

柳
川
　
正
行

無
有

・畑
沢
浅
間
神
社
祭
禮
（7
月
1
8
日
、
1
9
日
）

・畑
沢
区
納
涼
盆
踊
り
大
会
（8
月
1
日
）

・馬
込
町
内
会
　
「災
害
に
強
い
町
づ
く
り
大
会
」（
1
1
月
7
日
）

・炊
き
出
し
及
び
ゲ
ー
ム
大
会
実
施

ー

7
畑
沢
南
４
丁
目

岸
野
　
真
人

無
無

ー
ー

8
畑
沢
南
５
丁
目

髙
橋
　
　
勝

無
有

・畑
沢
区
盆
踊
り
大
会
（８
月
1
日
）

・浅
間
神
社
祭
礼
（7
月
1
8
日
、
1
9
日
）

・朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
（未
定
）

・
道
で
す
れ
違
う
時
に
、
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
。

・
板
取
公
園
で
良
く
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
掛
け
る
。

9
畑
沢
南
６
区

白
川
　
佐
代
子

有
有

・防
災
訓
練
（１
０
月
１
７
日
）

・
道
で
会
っ
た
と
き
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

1
0

畑
沢
第
１
区
会

小
倉
　
博
史

無
無

ー
複
数
で
い
る
と
き
は
良
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
、
気
持
ち
が
良
い
。

令
和
８
年
度
　
畑
沢
中
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
会
議
主
催
「子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

市
政
協
力
員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載
）
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地
区
名

市
政
協
力
員

子
ど
も
会

有
/無

子
ど
も
行
事

の
有
/無

子
ど
も
が
参
加
す
る
行
事
の
内
容

地
域
で
の
子
ど
も
達
の
様
子
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
く

だ
さ
い
。

1
1
畑
沢
第
２
区
会

齋
藤
　
昭
平

無
無

ー
・
近
く
に
小
さ
い
公
園
が
あ
る
が
、
時
々
未
就
学
児
の
母
子
や
小
学
生
が
遊
ん
で
い

る
が
、
ほ
と
ん
ど
遊
ん
で
い
る
の
は
見
か
け
な
い
。

1
2

畑
沢
打
越
区
会

日
野
　
達
也

無
無

ー
ー

1
3

東
畑
沢
第
１
区
会

古
閑
　
晃
一

無
無

ー
・
大
き
な
カ
バ
ン
を
背
に
し
て
、
元
気
に
下
校
す
る
様
子
を
目
に
す
る
。
見
知
ら
ぬ
人

へ
の
挨
拶
は
、
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
以
前
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

1
4

東
畑
沢
第
２
区
会
　

池
田
　
謙
司

無
無

ー
ー

1
5

港
南
台
１
丁
目
町
内
会

米
田
　
貴
久

無
有

・町
内
会
納
涼
祭
（７
月
２
６
日
）

ー

1
6

港
南
台
２
丁
目
自
治
会

長
嶺
　
和
男

無
有

・自
治
会
納
涼
祭
（８
月
３
０
日
）

・清
掃
活
動
（ゴ
ミ
ゼ
ロ
）、
夏
の
草
刈
り
、
秋
の
清
掃

・
港
南
台
中
央
公
園
は
、
広
く
、
活
動
し
や
す
い
が
、
ゴ
ミ
の
散
乱
が
多
い
。

・
ゴ
ミ
を
各
人
に
持
ち
帰
っ
て
欲
し
い
。
来
た
時
よ
り
も
キ
レ
イ
に
し
て
帰
っ
て
ほ
し

い
。

26


